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1．はじめに

近代仏教学における法華経の研究は、1820年代初頭にホジソンが近現代人と

して初めて法華経の梵語写本を蒐集したことにはじまり、その後今日まで二世

紀近くの年月が経過した。この間、とくに19世紀から20世紀はじめにかけて、

イギリス・ロシアの現地駐在官による収集活動や、フランス．ドイツやわが国

の大谷探検隊など各国の探検隊によるシルクロード周辺の遺跡の発掘調査によ

り、多くの法華経の梵語写本がその姿を現わした。その後、1931年にインド・

パキスタンの国境付近のギルギットにおいて写本が発見されたのを最後に、ま

とまった形の写本の発見は終わったかと思われたが、1996年以降、再びアフガ

ニスタンから多くの仏典写本が現われ、前後して中国・ロシアに眠っていた写

本もその姿をあらわしはじめている。

これまでに発見された法華経の写本は、完本から断片まで霧しい数にのぼり、

その推定書写年代はおよそ5(または6)世紀から19世紀に亘る各時代に及ぶ。発

見地は、最初の発見地であるネパールのほか、チベット・中央アジアやギルギッ

ト・アフガニスタンという広い範囲にまたがり、法華経は古代仏教文献が発見

されたほとんどすべての地域で発見されているといってよい。これらの写本は、

発見されると世界各地に送られ、あるものは当初の所蔵地で、あるものは場所

をかえて、現在も世界各地に収められている。

1本稿は、平成17年10月2旧に身延山大学で開催された第58回日蓮宗教学研究発表大会
における、身延山学園創立450周年記念特別部会での講演を再構成したものである。
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ところで、各写本に関してこれまでに出版された書誌情報や研究成果は膨大

な量にのぼり、それらを渉猟する手引きとなるものはあるが、写本の発見と研
3

究の足跡を歴史的に辿り、概観したものは少ない。とくに中央アジアから出土

した写本に関しては、専門家でも各写本の詳細を把握しきれない状況が続き、

最近になってようやく過去百年にわたる発掘情報の全体像が整理・把握できる

ようになってきた。したがってこの分野に関しては、これまでの書誌情報にか
4

なりの修正が必要になっている。そこで本稿では、法華経梵語写本の発見と研

究の歴史を概観し、平易な解説を試みたい。

2．写本の分類

研究史に現われる写本の理解のために、出土地などによる法華経の梵語写本
5

のおおまかな分類を示しておく。

Iﾈパーﾙ写本工證蕩艦蝉,￥ﾙギ,ﾄーﾈパーﾙ写＊」Ⅱ、ギルギツト写本（7世紀～）

Ⅲ"央ｱジｱ写本薦■劇箪_ﾙ写本近似＊
Ⅳ、アフガニスタン写本

2Yuyama(1970).これ以降更新された情報については、Yuyama(1987);塚本(19
86)；戸田（1997）などがある。研究論文目録としては、Mochizuki(1998)がある。
中央アジア写本の研究については、Nakamura(1980):184-5,n.7があったが、最
新のものはWille(1998):241,n.2の諸論文を参照。写本の系統について意識を喚
起したものに、古くは渡辺(1970)がある。

3岩本(1962);Bechert(1972);Bechert(1973);金倉(1978);湯山(1998):32ff;
蒋(1999).

4Yuyama(1970):20ff.;山田(1959):93-94;望月(1983):54などの中央アジア系
写本に関する部分。Yuyama(1970)の情報は、湯山自身により随時修正されており
（湯山(1972):5(3);Yuyama/Toda(1980);Yuyama(1987)など)、いかに中央
アジア系写本の情報が得にくく、全体像の把握が困難であったかが想像される。
5戸田(1997):16.
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法華経の写本は、その出土地から4つのグループ、すなわち、I.ネパール

写本、Ⅱ．ギルギット（カシミール）写本、Ⅲ中央アジア写本、Ⅳ、アフガ

ニスタン写本、に分類される。

I.ネパール写本に含まれる写本は、11～19世紀に書写されたものである。

他のグループのものに比べて時代の下った写本であるが、ほとんどが完本であ

り、以下に述べる校訂本や多くの現代語訳の底本となったために近・現代に最

も影響を与えた写本グループである。チベット発見の写本もここに含まれる。

このグループの写本は、大き<a.貝葉本とb・紙本とに分けられる。Ⅱ

ギルギット写本は、インドで発見された唯一の写本である。7世紀以降の書写
6

とされ、4系統にわかれる。完本ではないが、全章のおよそ80％をカバーする。
8

ネパール写本の一部と同系統と考えられるが、ネパール写本に比べて極めて古

いため、重要な写本である。このギルギット写本をネパール写本の一部とひと

まとめにして扱うときには、ギルギット＝ネパール写本（またはネパールーカ
9

シミール写本）と呼ぶ。Ⅲ、中央アジア写本は、a・古写本、b.カシュガル

本系、およびc・ギルギット＝ネパール写本の読みに近いもの、に分類するの
10

が妥当であろう。これらについては次節(2)で詳しく扱う。

Ⅳ、のアフガニスタン写本（バーミヤン近辺で発見したとされるが、厳密な

6vonHinnber(1982):ix-xvi.

7詳細は、Watanabe(1972/75),Partll,pp.xvii-xviiiの一覧表参照。
8ネパール写本の系統分類は、Toda(1984):211;戸田(1984):(1)-(2)に発表
された後、同氏により継続して検証され、戸田（1997)：15-16の分類を得るに至る。
それによれば、ネパール写本は貝葉本と紙本に分けられ、貝葉本のうち古層に属す
るものがギルギット写本に近いという。Toda(1985-93);Toda(1994-99).なおネ
パール写本の年代考証については、Vogel(1974)参照。
9前者で呼ぶのはvonHinuber(1982):ixff.であり、後者で呼ぶのはBaruch(1
937)：28およびBechert(1972):13ff;Bechert(1973):23;Bechert(1976):7
である。

10戸田(1997):16による。戸田はローマ字化の作業段階では、(1)カシュガル本、(2)
ファルハドベーク本、（3）断片類に分けた後、（3）を更に、a、古断片、b.カシュ
ガル本に類する断片、c，ギルギット・ネパール系に類する断片、に分けており(To
da(1981):1v-lvii)、KlausWilleはこれによって以下のように分類しなおして
いる：まず（1）ホータン系と（2）ギルギット／ネパール系に分け、さらに前者を4
種、すなわち、a・カシュガル本、b.ファルハドベーク本、c，カシュガル本に類す
る断片、d.古断片、に分ける(Wille(1998):242;;LMS(3):21;Wille(2001):
47n.25)。この場合のa～cは、前頁の分類ではカシュガル本系に含まれる。

(3）
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発見地は未特定）は、最近になって加わった新発見の写本である。所有者の名

を冠したスコイエンコレクションに含まれる。ただし、現在このコレクシヨン

中に発見されている法華経の写本は少数の断片にすぎない。全体としてはギル

ギット＝ネパール写本に近いが、中央アジア写本に近い読みもあることが報告
12 13

されている。発見地とされるバーミヤン近辺を所謂古代大ガンダーラ文化圏の

一部と考えれば、ギルギットとひとつにまとめることができるかもしれないが、

現段階ではこの写本をただちにギルギット写本に分類することはできない。

3．写本発見・研究史

法華経の梵語写本に関する研究史は、いくつかの時代に区切ることができる。

いまは発見と研究の主たる動向によって、以下の6つの時期に区分して概要を

まとめてみたい。なお、数十年単位の編年式で扱うが、ひとつの写本に関する

発見と出版を連続して扱う場合もあり、切り離して扱う場合もあることを付言

しておく。

(1)黎明期：ネパール写本発見とケルン・南條校訂本出版期（19世紀）

(2)中央アジア・ギルギツト写本発見期(20世紀初頭～1935頃）

(3)ケルン・南條校訂本に対する批判的研究期（1935～50年代）

(4)写本整理と影印本・ローマ字本出版期（1950～80年代）

(5)再発見・新発見期(1980～2000年）

(6)新校訂本出版期(2000年～）

（1）＜黎明期：ネパール写本発見とケルン・南條校訂本出版期＞（19世紀）

ネパール写本は、法華経の梵語写本研究の扉を開いた写本である。このグルー
14

プに含まれる写本の数はきわめて多い。研究史の噴矢として、ホジソン将来の

Toda(2002);松田(1999)
Toda(2002):69.
Salomon(1999):3.
塚本(1986)：63-66.

１
２
３
４

１
１
１
１

(4）
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写本から直接翻訳したビュルヌフのフランス語訳（1852年）と、ケルンの英訳
16

(1884年）とが出版されている。前者は貝葉本を、後者は紙本を底本としたも

のである。両書は最初の仏・英現代語訳であり、辞書などの環境の整わない時

代のものでありながら、現在でも参照すべき業績である。いつぽう南條文雄は

ネパール本を中心に校訂本を準備し、ケルンがこれを再校訂して1912年に出版

した。この校訂本は出版直後から問題点が指摘されているが（後述)、現在ま

で定本となっている。

（2）＜中央アジア・ギルギット写本発見期>(20世紀初頭～1935頃）

わずか30年ほどの問に、最も重要な写本の数々が発見された、法華経梵語写

本発見の黄金時代である。

まず、この時代前半に発見された中央アジア出土の写本について述べよう。

このグループの写本は、一般に発見者または出土地の名を冠して呼ばれる。完

本はなく、断片も多い。古写本とカシュガル系写本との間に、かなりの相違が

ある。はじめに現存率の高い三つのカシュガル系写本を紹介する。

まず最もまとまったものとして、（イ）9-10世紀の書写とされるカシュガル

写本がある。大半がロシアのカシュガル総領事ペトロフスキーによってカシュ

ガルで購入された（1903年）のでこう呼ぶが、出土地はホータンである。後に

紹介する大谷写本の中に、より古いホータン出土写本があるので、このカシュ

ガル写本はホータン新版とも呼ばれる。中央アジア出土の写本としては最も現
17

存率が高いが、それでも現存するのは全体の半分に満たない。この写本は六つ

15Burnouf(1852)．ホジソンとビュルヌフについては、湯山(1994)およびYuyama
(2000)がある。
16Kern(1884)
17第1章(序品）～第11章（宝塔品）の途中までは完全に残り（第3-240葉)、その後第15
章（涌出品）までの間には欠落部分がある。第16章（寿量品）～第21章（神力品）
は欠損部がかなりある。第22章（陀羅尼品）～第26章（羅什訳では第27章本事品）
は1／3～1／4が残存。第24章（妙音品)、第25章（普門品）は断片が現存（偶あり）。
第27章（勧発品）・第28章（嘱累品）はほぼ完全に残っている。書写年代について
はLMS(1):37-38を参照。

(5）
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の探検隊、すなわち、ペトロフスキー、トリンクラー、ヘルンレ、スタイン、
18

大谷、ハンテイントン、によって分割将来された。これは地元民がカシュガル

で、ひとつの写本をロシア人、イギリス人、ドイツ人、日本人などに分売した

ことによる。このような運命を辿った断片同士であるが、1977年になってはじ

めて、1905年にハンテイントンが発見しエール大学に所蔵された写本断片が、

大英図書館所蔵カシュガル写本の一枚の断片の右側に接続するべき部分である

ことが判明したり、断片No.369のように本来一葉だったものが三分割され、

大谷、ペトロフスキー、スタイン、の三団体に分けて持ち帰られたことが判明

したりして、近年ようやく全体像を把握できるようになった。

二番目に多くの分量が残っているのは、（ロ）カダリク出土写本である。こ

れは、グリユンヴェーデル／ル・コックを隊長とするドイツのトウルファン

探検隊(1904-5,1913-14年）により将来された。近年のヴイレの報告により、

この写本はベルリン・ミュンヘン・ロンドン（2カ所）に分散して保存されて
19 2O

いることが明らかになった。全体としてはカシュガル本に近いというが、書体
21

よりして7-8世紀のものと考えられ、より古い形を保持した写本である。

カシユガル系の他のひとつは、（ハ）スタインにより発見されたファルハド
型

ベーク写本（1906年発見）である。5または6世紀の書写とする説が有力だ

18ペトロフスキー写本（393枚）：ロシア科学アカデミー蔵；スタイン写本(Or.9613,
40枚）：大英博物館蔵（この中のNo.282の半分がハンテイントン断片F);ヘルン
レ写本(No.148,4枚):大英帝国カシュガル総領事マカートニー将来、旧インド
省図書館蔵；トリンクラー本（9枚）：旧マールブルク所蔵、現ベルリンアカデミー
蔵。以上に関する詳細なデータは、LMS(3):159-167を見よ。当初は行方不明とさ

れたフオリオ142の同定については:BL/T(1965)およびYuyama(1966)を、ス
タイン写本のカシュガル写本同定については：真田・清田(1961):121-122.ハンテイ

ントン断片については、Yuyama/Toda(1980),塚本(1986):74および湯山(199
8):37ff.を、断片No.369についてはToda(1981):xii-xiiiを参照。トリンクラー
（マールブルク）写本の同定については、Bechert(1972)を参照。大谷写本につい
ては本文(b)参照。なおカシュガル本の、ケルン・南條本との対照表はToda
（1980）を、他の中央アジア諸写本との対照表はLMS(3):168-183を参照。
19トゥルファンコレクシヨン（ベルリン)、フランケ／ケルヴァーコレクション（ミュ
ンヘン)、ヘルンレコレクション（ロンドン）およびスタインコレクション（ロンド
ン）に収められている。ほぼ全章にわたる断片である。LMS(3)に詳しい。
20LMS(3):21-22.
21LMS(3):15.

(6）
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が、（イ）のカシュガル本によく似ていることから、戸田は9－10世紀まで下

がると見ており、書写年代は定説をみるに至っていない。ちなみにカシュガル

写本が「提婆品」を独立した一章とするのに対し、この写本は提婆品相当部分

を含まずに前後が連続している（｢提婆品」の有無については第四節参照)。

以上の三写本に対して、より古い写本を含むコレクションが（二）大谷探

検隊（1902-14）将来写本である。いわゆる大谷写本で、多くの章にわたるが
23

すべて断片である。旅順博物館蔵45断片と龍谷大学蔵2断片よりなる。前者は

ホータン出土の38断片とカシュガルで発見された7断片に分かれる。ホータン
24

出土写本は5乃至6世紀の書写とされ、ホータン旧版とも呼ぶ。第二節の分類

でIII.中央アジア写本のa・古写本にあたり、現存する法華経写本の中で最

古層に属する。長いあいだ所在不明であったが、近年再発見され、公刊された

(旅順博物館蔵写本、後述)。カシュガルでの発見分は（イ）カシュガル写本の

一部である。

以上の写本のほとんどは、後に写真版・ローマ字本として出版されている

(以下の（3）～（5）に詳説)。

さてこの期には、中央アジア写本とは異なった系統の比較的古い写本もギル
25

ギット北方より出土している（1931年）。いわゆるギルギット写本である。概

略は上記第二節に述べたとおりで、出版については後述する。

20世紀はじめのこの時期は、以上のように中央アジア・ギルギット写本の発

見に彩られているが、研究史の上では、河口慧海がチベットのシヤル・ゴンパ

22

23

24

25

旧インド省図書館蔵、35葉。第11章（見宝塔品）の途中から第15章（寿量品）の冒
頭までに相当する。写真はスタイン蒐集写本としてマイクロフイルム化されたほか、
本田本に収録され、ローマ字本は一部がプサンにより、後にすべてが戸田宏文によ
り公表された。本田(1949);Poussin(1911);Toda(1"):このスタイン写本は、
これらによってひとまず参照できる状態となったが、その写真は判読しにくいもの
であった。これに関して辛嶋清志が、最近始まった大英図書館梵語写本デジタル化
プロジェクトの一環として、美しいカラー写真を添えた再校訂作業を始めている：
Karashima(2006a)．書写年代については、Mironov(1927):263;Yuyama(1970):
22;Toda(1981):lv;塚本(1986):72を参照。
LMS(1):32;真田(1961):53-71.
LMS(1):37-38.
発見の事情はDutt(1939):i-iv;渡辺(1967):76-79;渡辺(1974)に詳しい。

（7）
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寺から齋したネパール写本にも触れておきたい。この写本は1926年に河口と池
26 27

田澄達により写真版が出版され、後に戸田宏文によりローマ字化された。荻原．

土田校訂本がケルン・南條本と対校した写本であり、もっとも古いネパール写
28

本のひとつである。

（3）＜ケルン・南條校訂本に対する批判的研究期＞（1935～1950年代)。

この時期には写本の発見が一段落し、これまでに発見された写本に対する研

究が続々と発表された。この時期を象徴するのは、バルッフによるギルギット
29

写本研究である（1938）。彼はその中で、ケルン・南條校訂本がもつ問題点を

指摘する。この問題は、現在に至るまでの法華経梵語写本研究のキーポイント

となるので、少し説明を加えよう。

ケルン・南條本は、基本的に南條が6種類のネパール写本と、フーコーが出

版したテキストを交合してその草稿を準備したものである。しかし写本は、出

土地域が同じであってもそれぞれに独自性を持つものであり、系統を同一にす

るとは限らない。南條が用いた6種のネパール写本のうち、底本としたアジア

協会所蔵本(A=R)はその他5種の写本と別系統であったため、両系統を交

合した草稿は奇妙なテキストになった。さらに問題を悪化させたのは、これを

最終チェックしたケルンが、当時発見されて間もなかったカシュガル本を、注

記せずに再校訂に取り込んでしまったことである。カシュガル本はネパール写

本とは全く系統が異なる伝承を遣すものであったから、結果として全く存在し
30

ない形の法華経ができあがり、バルッフはこのことを批判したのである。

26

27

28

29

30

31

Kawaguchi/Ikeda(1926)
Toda(1980-85)

Wogihara/Tsuchida(1934-35)
Baruch(1937)

Baruch(1937):7-12.同様の批判は、渡辺(1966):255-258;Bechert(1973)
25-26ほかにも指摘される。
LUders(1916)
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3l

これに関してはリューダースの論文が興味深い証拠となって残っている。彼

はその論文で5枚のカシュガル写本を紹介するに際し、南條によるネパール

写本校訂本の、出版前の草稿を借用しているが、それは1912年に出版されたケ

ルン・南條本とは異なっていた。そのことにへルンレが気づき、注記したので
32

ある。リューダースが南條の草稿を借用した時点では、その原稿はケルンがカ

シュガル本を用いて再校訂する前で、ネパール写本のみで校訂されていた。こ

のような事情で、このリューダースの論文はケルン．南条校訂本出版以前の、

少なくともネパール写本のみによる南條の校訂草稿の姿をとどめており、重要

なものとなっている。

以上のように、ケルン・南条校訂本はその出版当初から問題点が意識されて

おり、これを多少とも改善すべ<新たに3種の校訂本が出版された（荻原．士
33

田本、ダット本、ヴァイデイヤ本)。しかし、いずれもケルン．南條本をべー
34

スにしており、根本的な問題点は解決されなかった。

ちなみに、これらの校訂本のうち重要なのはダット本で、注記に含まれてい

たミロノフの整理した中央アジア本のノートが貴重な資料となっていた。その

中央アジア写本の典拠が具体的にどの写本なのか、長年不明だったのであるが、

1997年に、その典拠はスタインコレクシヨン（大英図書館蔵）と大谷写本（旅
35

順博物館蔵）であることが判明した（後述)。ミロノフはこれらの写本を整理

した経験から、中央アジア本のみに関してもいくつかのグループに分けるべき
36

だということを、すでに1927年に表明している。

32Lnders(1916):143-4,note.

33wogihara/Tsuchida(1934-35);DuttU953)iVaidya(1960).
34湯山(1998):41.ケルン･南條本に関する最新の論考として、小槻(2005)がある。
35LMS(1):40,n.7.大谷探検隊の西域調査(1902-14年)のうち、中国新彊省各地に
て収集・将来された写本はロシア人ミロノフによって整理された後、1929年に関東
庁博物館（旅順）に譲渡された。その後、第二次大戦後の混乱により、その存在を
知られながら保存場所・状態などが不明になっていた。1989年以降、蒋忠新（中国
社会科学院）が再発見した。ミロノフ発見の法華経写本は38断片であったが、蒋忠
新により45断片あることがわかった。
36Mironov(1927);Bechert(1972),p.76.
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ところでこの時期の業績としては、我が国における研究も見過ごすことはで

きない。前節（2）の時期に中央アジアやギルギットから出土した法華経は、

我が国の関係者の渇望するものでもあった。本田義英・出口常順は1949年に、

大英博物館、インド省図書館（ロンドン)、ベルリンおよびギメ美術館（パリ）

の4カ所に所蔵される両地域出土写本の写真を掲載した影印本を出版した。こ

れは写真の精度がよいとはいえないが、当時としては渇望を癒すものであった
37

にちがいない。いつぽう西域文化研究会では、これに含まれないロシア東洋学

研究所蔵カシュガル本のマイクロフイルムを入手し、また大谷探検隊将来の一

部の写本を整理するなどして、真田有美や清田寂雲がその研究成果を1961年に
鋼

公表している。中央アジア・ギルギット出土写本については、このほかにも本

田・真田・清田や小島文保など我が国の諸先学の研究も多く、いかに関心が高
39

かつたかを示している。

(4)＜写本整理と影印本・ローマ字本出版期＞（1950～1980年代）

この時期を特徴づけるのは、辞書・目録・索引などの参考図書（工具書また

はリファレンス類)、および写本の影印・ローマ字転写本の出版（およびその

準備）である。それまでに発見された諸写本を比較研究する環境が整い始める、

写本研究の第二世代ということができる。

まず参考図書として重要なのは、1953年のエジヤトンによる仏教混清梵語文
40 41

法・辞典の出版と、1970年の湯山明による法華経目録（湯山目録）である。前

者は、法華経を含む多くの初期大乗経典が書かれたところの、仏教梵語の言語

37本田（1949）

38カシュガル本については真田・清田(1961)、大谷探検隊将来写本については真田（1
961）参照。なお、後者のうち当時確認しえたのは断簡2枚である。その他について
は、旅順博物館に所蔵されていたことが後に判明した（後述)｡LMS(1)参照。
39岩本(1962):399-405およびYuyama(1970):20-36の各写本研究書の項参照。
40Edgerton(1953).利用には辻(1970)と、同書注2、注3にいうルヌー、ブラフ他
の書評が有益である。

41Yuyama(1970)
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的特徴について整理した基本図書である。言語学的研究が進むにつれて本書の

問題点が指摘されるようになったが、研究者の被った恩恵は大きい。後者は、

法華経の写本研究の一つの節目に位置づけられる。というのはこの後、写本の

系統分類という意識を持つべきであるというそれまでの指摘にもとづいて、そ

の意識のもとに影印本・ローマ字転写本出版が始まるからである。中国の大蔵

経開版に先立って、各時代に経録が編纂されている例が示すように、目録作成

という作業はその後の出版活動の指針となるのであり、湯山目録がその後の写

本の影印・ローマ字本出版の先達となったといって過言ではない。見方を変え

れば、多くの写本が出揃い、整理の機運が高まるのをうけて、目録が作成され

たということもできよう。

また、その出版は次の時代を待たねばならないが、法華経原典研究会による

ケルン・南條本法華経の索引出版の準備作業がこの時代に始まっている。その

作業は梵・蔵・漢索引、蔵・梵索引、漢・梵索引として結実し、後に研究者を
42

大いに稗益することになる。

ところで、写本の発見と並行しながら研究していた前時代は、それぞれの写

本を部分的に研究しはじめた段階であったが、この時期にはその整理が進み、

20世紀初期に発見された諸写本の写真版・ローマ字化が一気に進んだ。まず、

1931年発見のギルギット写本について、1972年に影印本、1974年にファクシミ
43

リ写真版、そして1975年に前者のローマ字本が出版されている。ギルギット写

本については、後にこれと系統を異にする写本も発見され、1974～82年にかけ
44

て写真版・ローマ字本が出版されている。中央アジア写本については、1972年
45

のベッヘルトのカシュガル写本諸本の研究と1976年のカシュガル写本の影印出

42Ejima(1985-93);Ejima(1998);Asano(2003).なお荻原・土田本の索引も前
後して出版された:Itoh(1993).
43Watanabe(1972/75);Vira/Chandra(1974).
44Gilgit(B),(C)とされるものについて、影印版はVira/Chandra(1974)、ロー
マ字本はToda(1979).Gilgit(K)の影印版・ローマ字本は、vonHinuber(19
82)．1956年にトウッチが発見したものはGnoli(1987)に影印版があり、Toda
（1988)がローマ字化している。
45Bechert(1972)
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46 47

版、1977-79年の戸田によるカシュガル写本のローマ字本出版および同時期の
48

ファルハドベーク写本のローマ字化がある。カシュガル写本影印版は、先に述

べた大谷写本、ハンテイントン写本以外の、4カ所に分散した写本を集め、利
49

便性を高めている。
釦

この時期の動きとして、写本の蒐集をひとつの柱とする法華経文化研究所が
51

1966年にスタートし、1977-82年にかけて梵文法華経写本集成が刊行されたこ

とは重要である。これは、31種の写本の、ケルン．南條本の一行ごとに対応す

る部分を切り貼りし、さらに2種の刊本を対応させたものである。続いて同集

成のﾛー ﾏ字本化が計画され､第2巻まで出版されだi中断されているのは、

この種の計画の難しさを示すものであろう。

(5)＜再発見・新発見期>(1980～2000年）

この時代には、すでに発見が報告されていながら所在不明となっていた写本

が再発見され、また新たな写本も発見された。情報が整理され、法華経梵語写

本の全体像が明らかになってきた時代である。

再発見された写本としては、1970年の湯山目録の時点で不明だった完本の民
53

族文化宮図書館所蔵写本が1984年コロタイプ版で出版され、1988年にローマ字
54

本が出版された。同様に、ペトロフスキー・コレクションに含まれる未公開写

46Chandra(1976)
47Toda(1977-78)
48Toda(1978)

49Chanjra(1976):3-9(forwardbyHBechert);Bechert(1972):22-27.
50季報「法華文化」は1967-75の間に28号を数え、内外に所蔵される写本の情報を紹介
し、後にその任を『法華文化研究』誌に譲った。
51SMS.CD-Rom版:DLSM.Web版:sdp.chibs.edu.tw
52SMSRI,11.

53ラーフラ・コレクシヨンの一写本である。MLB(1984).Web版:www.rism.cn
54MLB(1988);Toda(1989-91).

55Bj6"otﾉzGcQBuddﾉzjcq,XXXIII,Moscowl985;Bjb"otﾉzecqBuddﾉzicq,XX
XIV,Moscowl990;SZ.Petef･s加増JOI"･nqjq/Orie肌ajaudies,vol.5,1
994．上記三文献に、未公開のペトロフスキ写本が計94葉、影印版とローマ字本とし
て公開された。Cf.BL/VD(1986).
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55

本が、1985～94年の間にSt.ベテルスブルクから出版された。また、20世紀

初頭に大谷探検隊が発見・将来した大谷写本が旅順博物館に所蔵されているこ
56

とがわかり、1997年に影印写真版とローマ字本が出版されている。これは1927

年にミロノフが整理したにもかかわらず、その後戦乱のために行方不明になっ

ていたものである。

数量としては1断片であるが、フィンランド人男爵マナハイムが宵した写本

(1906-8年発見）も、近年再発見されたもののひとつである。これを探し出し
57

たヴイレによれば、この書写年代は7-9世紀と考えられ、ギルギット・ネパー

ル系の読みに近い形を保持するという。

新発見の写本としては、旧ソ連のアフガニスタン侵攻とその後の内戦の中か
58

ら大量に現われた仏教写本群（スコイエンコレクシヨン）に含まれるものを挙

げることができる。このコレクシヨンに法華経の断片が確認されたのは1998年

から99年にかけての冬で、このとき7片の断簡がみつかった。その後マーケッ

トに現われた断片の数は増え続け、2002年までに見つかった法華経の断片は44

を数えるまでになった。今後この数はさらに増えると思われる。この写本は、

字体からして5世紀前後に書写された可能性があるとされる。

上記旅順博物館所蔵の大谷写本とスコイエンコレクションとは、世界情勢の

変化によって再び、あるいは新たに日の目を見ることになった写本である。両

者に含まれる法華経の写本に関して注目すべき点は、双方ともこれまでに発見・

研究されてきた梵文写本の中で最古層に属することであり、断片ではあるが法

華経研究に重要な情報を加える資料となった。

近年、これら再発見・新発見の写本のほかに、旧知の写本の影印・ローマ字

56LMS(1)．再発見前のミロノフのノートは、暫定的にアジア協会本(Dutt(1953))
に採用されているが、この時点ではミロノフのノートの底本の正確な情報は未確認
だった。再発見の顛末は序文参照。

57Wille(2001).Cf.Yuyama(2001).
58Toda(2002b).44断簡。樺皮と貝葉。1,2,3,8,10,13,14,18,20,22,23,25,
27各章の一部。
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59

本が相次いで出版されている。その一部は、ネパール系写本のなかで最も古層
60

に属し、誤植が少なくよい読みを保存している。これらは、影響力のあったネ

パール写本のローマ字化の必要性を説いていた戸田の主張が実現された例であ

る。

（6）＜新校訂本出版期>(2000年～）

ここで、ケルン・南條本以来の懸案であり続けた新校訂本編集に関する最新

のプロジェクトと、今後の展望について述べたい。すでに度々指摘されている

ように、梵本法華経の研究は、一つひとつの写本を正確に解読することからは

じまる。そしてすべての写本にわたってこの作業を行うことによって、写本の

系統分類が可能となる。この作業に生涯をかけた戸田宏文によるネパール写本．
61

中央アジア写本の解読研究、および他の先学の研究によって、かなり詳細な系

統分類が確定しつつある。第二節冒頭に示した系統分類はそれである。
62

近年この分類に基づいて、辛嶋静志による新校訂本の編纂が始まった。この

校訂本は、法華経を各節ごとに区切って梵・蔵・漢訳を並べたものである。梵

語に関しては、ギルギット・ネパール系の校訂版と数種の中央アジア系写本を

収録する。前者は、ギルギット写本を底本として諸ネパール写本を交合したひ

59ネパール国立公文書館所蔵写本（写真版・ローマ字本):LMS(2-1),LMS(2-2/
3)；ケルン・南條校訂本に用いられたケンブリッジ写本二本の影印本:LMS(4);
東京大学図書館所蔵河口本のローマ字本:LMS(5).
60LMS(2-2)の戸田宏文による序文参照。
61戸田の2002年3月までの研究は、Toda(2002a)としてCD-Rom化された。これは

既に編まれていた論文目録(EditedbyHaruakiKotsukiwiththecollabora-
tionofNoriyoshiMizufune,"AConcordanceofRomanizedTextsofthe
SaddharmapuPdarikasUtraManuscriptsTransliteratedbyProf.Hirofumi
TodainReferencetoKern-Nanjio'sEdition,"2001.私家版）の改訂版をも
含む。なお、ケルン・南條本と諸写本との対応については、フォン・ヒニイーバに
よる書評（法華経原典研究会による索引への書評）中にも対応が記されている（但
し印刷ミスがある：254.4：65,8→56,8；254.5：48-95→48-82；254.10：1-27→1-26；
254.17:227,7-10→277,7-10;254.21:405,4-421,14→405,4-421,15):vonHinnber
（1995)．
62Karashima(2003-2005)
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とつのテキストを提示し、後者は各写本を並列する。蔵訳は、版本と重要な写

本を五種類に分類し、漢訳は三種を用いている。この校訂本は、一冊でローマ

字転写本と校訂本の機能を満たす点と、各節ごとに諸テキストを並べ、その比

較．対照の便宜を意図している点に特徴がある。完結までにかなりの年月を要

すると思われるが、江湖の期待を担った事業である。

ところで法華経がひとつの経典である以上、校訂本としてはひとつの連続し

た確定テキストも必要である。より古く、漢訳とも一致する中央アジア系の写

本については、辛嶋による校訂本の成果を用いることができるであろう。他方
63

ネパール本については、初期の伝承に誰かが手を加えたものとされるために、

その価値は中央アジア系写本に一歩譲るように思われがちであるが、後の法華

経伝播の歴史に与えた影響の大きさを見過ごしてはならない。したがって、ネ

パール写本のうち、辛嶋の新校訂本では参照されるにとどまる写本のうちの重

要なもの、すなわち、ケルン・南條本が底本とした紙写本（英国王立アジア協

会所蔵本）やビュルヌフが翻訳に用いた底本（フランス国立図書館所蔵本、パ

リ．アジア協会所蔵本）などは、それぞれのまとまったテキストを作成する必
64

要があるであろう。

4．梵本と漢訳

羅什訳「妙法蓮華経』（以下「妙法華』と呼ぶ）の信仰と研究の伝統をもつ

我が国では、梵本法華経の発見当初より、『妙法華』と梵本との比較対照に注

意が払われてきた。しかしケルン・南條本には問題があり、梵語写本の系統分

類が十分に行われるまでは、漢訳との厳密な比較は困難であった。それゆえ
65

｢妙法華』と梵本の間に不一致がある場合には、羅什による窓意的な加除・改

63Bechert(1973):24;Bechert(1976):6.
64現状では、本節(1)で記したように、ビュルヌフの仏訳・ケルンの英訳を読むとき
にそれらが基づいた写本の校訂本がないので、翻訳そのものを検討するのが難しい。
65『妙法華』と梵本の不一致は、章の構成の相違・部分的過不足・原語と訳語の不対
応など多岐にわたるが、ここでは触れない。
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変とみなされることが多かった。

漢訳と梵語写本の相違が、比較する梵語写本の系統に起因することが認識さ

れるようになってからも、法護訳『正法華経』（以下「正法華』と呼ぶ）と

｢妙法華jがどの梵語写本と近い関係にあるか、という点についての定説は得
66

られなかった。

しかし最近辛嶋静志は、漢訳と梵本における句の対応を数値化し、『正法華』

と『妙法華jはギルギット・ネパール写本より中央アジア出土写本に一致する

傾向が強く、とくに旅順博物館所蔵大谷写本とよく一致すること、『添品妙法
67

蓮華経』はギルギット写本と一致することを結論した。すでに固有名詞につい

ては、意訳にせよ音訳にせよ、『妙法華』はギルギット．ネパール写本より中
鎚

央アジア写本に近いとされている。したがって、従来「妙法華』と梵本との不

一致と考えられていた問題は、ケルン・南條本、ひいてはケルン．南條本が底

本としたネパール写本と比較したからであり、中央アジア写本、とくに旅順博

物館所蔵写本などの古写本と比較して再検討する必要がでてきたわけである。

このような、『妙法華』がギルギット・ネパール本とは一致しないが、中央

アジア古写本とは一致する例として、章の構成に関する問題がある。そのうち

『妙法華』とギルギット・ネパール本とが一致しない点として、たとえば塚本

啓祥は①提婆品の有無、②薬王品．妙音品．普門品．陀羅尼品の順序③普門品

66Karashima(1992):14が指摘するように、日本人研究者と西洋人研究者の見解は
全く異なる。日本人の多くは、両漢訳は中央アジア写本に近いとする。ただし、塚
本(1972）などは、「正法華』がネパール・ギルギット写本に基づくという。これに
対して、バルッフやベッヘルトは『正法華』を中央アジア写本の系統に、『妙法華』
をギルギット・ネパールの系統に属させていた:Baruch(1937):45;Bechert(19
72):14;Bechert(1973):24;Bechert(1976):7.岩本裕は、はじめ『正法華』を
ギルギット・ネパール系に、『妙法華』を中央アジア系に近いものとしていたが（岩
本(1962)：412の図解)、後には両漢訳を中央アジア系とする（岩本(1974):16)。
ただしその場合でも、『妙法華』の原本の位置は「極めて揺動的」としている。渡辺
（1970）：88-89は、漢訳がどの系統の梵本に近いのかを決めることは不可能である
と述べている。

67Karashima(1992):253-260;辛嶋(1997)参照。
68Kubo/Yuyama(1993):2.
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69

偶の有無、を挙げている。

このうち①に関しては、まず既に、現在の『妙法華』に見られる「提婆品」

は羅什が見た『妙法華』の原典にはなかったであろうとされている（現在の形

は法献．法意の付加増広による)。これに対して梵本のうちギルギット．ネパー

ル写本では『妙法華』の「提婆品」相当部分は独立しておらず、「見宝塔品」
70

相当部分から連続して一つの章を構成しているが、中央アジアの古写本である

ファルハドベーク本には提婆品相当部分がなく、宝塔品（梵本第11章）から勧
71

持品（梵本第11章）に直接連続する。このことは既に塚本も確認している。し

たがって、①提婆品の有無に関しては『妙法華』は中央アジア古写本に近いと

考えられるわけである。ちなみに、ファルハドベーク本とよく似るが後代の書

写であるカシュガル本は「提婆品」を独立した一章としている。

次に②③に関して、塚本が上述の序文を書いた時点では所在不明だった旅順

博物館所蔵本が、『妙法華』と同じ次第をとる点について紹介しよう。
72

まず旅順博物館所蔵本はABCDの四類に分けられ、普門品と陀羅尼品はB

写本に収録されている。『妙法華』の当該部の章立ては、薬王品→妙音品→普

門品（偶欠）→陀羅尼品であり、『正法華』と共通している。これに対しネパー

ル写本およびカシュガル写本では、陀羅尼品→薬王品→妙音品→普門品である。
73

B写本では、普門品は偶を持たず、陀羅尼品に連続している。これまで、普門
74

品→陀羅尼品という順序がより古い形であっただろうと推測はされていたが、

そのような実例はどの梵文写本にもみられなかった。したがって、B写本はこ

69塚本(1986)：76-77.
70提婆品が独立していない例は、ギルギット・ネパール写本のほかにはチベット訳・
『添品妙法蓮華経』にある。
71提婆品を独立した一章とするのは、カシュガル本のほかには『正法華経』（梵志品）
のみである。旅順博物館所蔵本の分類についてはLMS(1):39を参照。
72Aは5世紀,B,Cは6世紀、Dに含まれるカシュガル写本は9または10世紀の書
写とされる。LMS(1):10-11;24;37-38参照。
73LMS(1):11-12;25-27;38-40.
74たとえば田村(1972)。
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の構成を示す唯一の証拠となっている。

このように上記①～③問題をめぐっては、『妙法華』は、多くの法華経梵本

のうち、現存写本としては最古層に属する中央アジア系写本（5または6世紀）

に一致するということができる。これは上述の辛嶋の結論、つまり、句の対応

に見られる『妙法華」と中央アジア写本の近似性とも符合する。以上を総合す

ると、「妙法華』は、固有名詞を含む句の対応の点でも構成の点でも、中央ア
75

ジア写本に近いといえる。

一方、近年の古訳経典全般への関心の高まりによって、法護訳『正法華』に
76

対する関心も高まっている。というのは、達意的翻訳である「妙法華』に比べ

て逐語的な「正法華」は、梵本と比較しやすいからである。たとえば「正法華』

に関しては、その漢文から、もとになったテキストは現存するどの梵語写本よ
77

り中期インド語的色彩が濃かったであろうというような原語の性質の推論がで

きる。また逐語訳ゆえに想定しうる原語の音韻表記の特性から、用いられてい

た文字の推測も可能である。つまり『正法華』は、翻訳とはいえ原文を復元で
78

きるほど正確な逐語訳なのである。これまでは一般に、漢訳はあくまで翻訳で

あり、訳者の説明的解釈が加えられたり意訳されたりするために、原文そのま

まの意を反映しない可能性があるとされ、梵漢の比較において梵本が偏重され

る傾向にあった。しかし286年に訳出された『正法華」は、5世紀までしか遡れ

ない梵本より古い原典の姿を極めて忠実に反映していることが明らかになり、

厳密に読めば最古の梵本以上に古い原典の姿を保持する、きわめて貴重な資料
79

であることがわかってきたのである。

75『妙法華』と梵本とを対照した工具書としてKarashima(2001)がある。
76法護訳に関する注目すべき研究として、Boucher(1996),Nattier(2003),河野
（2006）などがあり、この分野への関心の高まりを表している。
77中期インド語とは、仏典が古典梵語で書かれるようになる以前に用いられた言語の
総称で、古い仏典ほど中期インド語的要素が強いとされる。
78Bechert(1972);辛嶋(1997):162-171;辛嶋(1998).
79『正法華』と梵本とを対照した工具書としてKarashima(1998)がある。
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旅順博物館所蔵写本を含む、中央アジア出土の古写本の全貌が整理されつつ

あることは、古訳経典の解読作業にとって幸運なめぐりあわせとなった。5ま

たは6世紀まで遡りうるが断片の多い中央アジア古写本（旅順博物館所蔵写本

ABC)は、『正法華』により部分的に復元できる可能性があり、『妙法華』と

あわせた二つの漢訳が法華経の梵語写本研究に不可欠の資料であることが再認
80

識きれている。

5．おわりに

以上、法華経の梵語写本の発見・研究の歴史を辿ってみた。法華経の梵語写

本研究においては長い間、全ての写本を正しくローマ字化し、系統分類するこ

と、そしてそれに基づいて新たな校訂本を作成することが懸案となってきた。

21世紀を迎えた現在、これまでの研究の蓄積によって写本の系統分類はかなり

確定し、新校訂本のプロジェクトが始まっている。今後は並行して重要なネパー

ル写本のローマ字化と校訂が求められるであろう。これらの作業の際には、い

ままで見過ごされがちであった漢訳の価値を再認識し、十分に活用することが

期待される。

写本に基づく文献研究は、最終的には法華経の思想的・歴史的研究に対して

信頼に足る基盤を提供するものであるが、同時に、思想研究が写本研究にも示

唆を与えこれを資するものであることを忘れてはならない。

80Bechert(1973):25;Bechert(1976):8;辛嶋(1997)
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